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高等学校地理における ICT活用の実情 

―高校「地理総合」を例にー 

伊藤 智章（静岡県立富士東高等学校） 

1．問題意識 「毎日 GIS」は可能か？ 

（1）「地理総合」の 3つの柱 

 ①地図・GIS ②国際理解・国際協力 ③持続可能な地域（防災） 

  高校地理の学習の最初に GISが登場。学びを始める上での根幹のツール 

単なる「操作法の習得」や「最新技術の紹介」に留めてはいけない（井田：2019） 

実際は、教科書の冒頭で紹介されるのみ・・・危惧が現実に（伊藤：2019） 

（2）一人一台端末と教室内 Wifiの普及 

  Web GISを「コアアプリ」として毎回 GISにふれることは可能 

  （GIS実習の時間⇒学習活動の一部としての作業学習、探究活動へ 

2．地理総合での実践事例 

 

 日々の授業に GIS・・・・25分講義 20分実習 課題は翌週まで 

 

 GISソフトと“ロイロノート for スクール”の組み合わせ 

  →課題の配布、提出物の回収、Web GISサイトのリンクなど、すべて 

  画面上で行う・・・・ロイロノート for Schoolなら地図に直接描ける 

3.論点 
（1）学習指導要領（教科書）に準拠した「普段使いの GIS」の確立は可能か？ 

   ⇒可能。ただし「作業」としてワンパターン化してしまう恐れあり 

（2）教材のモジュール化の進行 ⇒専門外の担当者を想定。柔軟性を欠く恐れ 

（3）「対話的で主体的な学び」は？・・・「必修・2単位」でどこまで出来るか 

（4）大学受験指導をどうするか？・・・単元毎に「問題演習の時間」を設定 

（5）「地理探究」との差別化・・・内容が重なる。異なるアプローチでもう一周 
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各国地誌 

地球的課題と国際協力 

生活圏の諸課題（防災など）へ 

 

シン・いとちり式（ほぼ無料・25 分完結・教科書準拠）地理総合に GIS 


